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　　　　　　　　  とは、安心・安全・信頼・事業継続分野における富士通株式会社のブランドです。
操作証跡構築サービスの一部の製品はSafetyValueの一環としてご提供しております。
PoweredSolutionは、富士通SSLのソリューション体系の名称です。

※SHieldWAREは、富士通SSLの登録商標です。
※NetEnrichは、米国NetEnrich社の製品です。
※すべてのSolarisに関する商標およびロゴは、米国およびその他の国における
　Sun Microsystems.Incの登録商標であり、同社のライセンスを受けて使用しています。
※記載の会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。
※記載された情報は、予告なく変更することがあります。　※記載の内容は、2009年10月現在のものです。

記録対象 必要とされるログ ログ記録方法 対応製品

・情報漏えいなどセキュリティ事故の原因究明のた
め、システム利用者や運用管理者によるアクセスか
ら不正アクセスまで、あらゆるログが必要

・サーバのすべての操作を
テキストログで記録

サーバ視点のアクセスログ SHieldWARE

・あらゆる操作が可能な管理者権限を持つ運用者
の操作ログが必要
・アクセス履歴だけでなく、操作内容の記録が必要

・GUI操作を含むすべての運用
操作画面を映像で記録

システム運用者視点の
運用操作ログ

NetEnrich
ITマネジメントゲートウェイ

・ファイル操作（参照、更新、複写など）や印刷履歴
などの操作内容の記録が必要

・クライアントの操作をテキスト
ログや操作画面で記録

システム利用者視点の
クライアント操作ログ

Systemwalker
Desktop Keeper

■サーバアクセスログ管理システムＳＨｉｅｌｄＷＡＲＥ
サーバに対するあらゆるアクセス・操作のログを取得
SHieldWAREは、サーバ上での操作をOSのコマンドレベルで詳細に記録することで、サーバアクセ
スログから不正侵入阻止の履歴まで、内部統制に不可欠な監査証跡を採取します。
OSで取ることができないログも取得できます。また、取得したログを、システム管理者も見ることが
できない安全な場所（SHieldWARE管理者のみ閲覧可能な場所）に格納することが可能です。

■サーバ操作履歴録画ゲートウェイ ＮｅｔＥｎｒｉｃｈ ITマネジメントゲートウェイ

■NetEnrich ITマネジメントゲートウェイ仕様

サーバ運用者の操作ログを画面録画で取得
リモート管理端末からNetEnrichを経由してアクセスしたサーバや、ルータ、ファイア
ウォールなどのネットワーク機器の操作画面を映像で録画することで、運用者のあら
ゆる操作を記録することができます。
既存環境にエージェント導入などの手を入れる必要はなく、短期間・低コストで導入
できます。

導入先機器 サポートOS

SolarisTM 8 Operating System（SPARC64TM）
SolarisTM 9 Operating System（SPARC64TM）
SolarisTM 10 Operating System（SPARC64TM）

Red Hat Enterprise Linux AS v.4/ES v.4（for x86, for Intel64, for Itanium）
Red Hat Enterprise Linux 5（for x86, for Intel64, for Intel Itanium）

Windows 2000 Server
Windows Server 2003/2003 R2（x86, x64）
Windows Server 2008（x86, x64）

■サポートプラットフォーム

Red Hat Enterprise Linux AS v.4/ES v.4（for x86, for Intel64）
Red Hat Enterprise Linux 5（for x86, for Intel64）

Windows 2000（Server, Pro）
Windows XP（Home, Pro）
Windows Server 2003（SE, EE）
Windows Vista

保護対象サーバ 
・Web、DNS、
  Mail、File、DBなど
（エージェントを導入）

統合管理サーバ

管理端末

●証跡記録機能
ログインユーザー名も含めた監査ログの収集ができ
ます。
管理者権限であっても、違反者の特定と被害最小化
が可能です。
●アクセス制御機能
フォルダやファイルへの厳格なアクセス制御ができま
す。管理者権限を含むすべてのユーザーの操作範囲
の制限が可能です。

●権限管理機能
ユーザーやプロセスに対して必要最小限の権限だけ
を与えることで、誤操作や不必要なアクセスからシス
テムを守ることが可能です。

機　能

●リモート操作機能 ：

●セキュリティ機能 ：
●運用管理機能 ：

サーバコンソール操作、シリアルコンソール操作
リモートターミナルソフトウェア操作
フライトレコーダ（操作画面録画）、暗号化、アクセス制御
モニタリング、フェールオーバークラスタ

機　能

ＩＴ全般統制の実現に必要なログ記録とは

素材製品

最大管理
対象機器数

最大同時
セッション数 HA構成

MG5000

MG10000

300

1200

20

40

なし

可能

モデル


